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プラネタリウムセクションでの天体教室事業の取り組みについて 

 

宮崎科学技術館  

業務第1課 主事 城野 愛 

 

研究成果の概要:当館での天体教室事業の取り組みについて、広報や雨天時対策や職員の資質向上や望

遠鏡操作の能力向上等の課題が浮き彫りになった。 

 

１．研究の背景 

プラネタリウム事業はプラネタリウム番組投

映、コンサートや天文教室等と数多くある。特に

本年度は天文現象が多いこともあり、事業数が増

えた。なかでも数が多いのは天体観測を含む教室

関係の事業である。この事業は公募するもの、非

公募のもの合わせて年間１９を数える。これらの

事業を実施するたびに、趣旨や段取り、手順につ

いてよかったのか、という疑問をもつことが多々

ある。このような事業をすすめる上での迷いや思

い、疑問を解決するために、他館との比較が必要

だと考えた。  

 

２．研究目的 

事業の結果の分析を改めて行うことで、その時

気づかなかった様々な問題や課題がみえてくる

と考える。また他施設の同等な事業を実際に体験

し、当館の事業と比較することによって今後の課

題がうまれると考える。その問題点や課題をみつ

け、既存の事業を見直すことにより、次年度の事

業の改善につなげることができる。研究結果をも

とに、よりよいプラネタリウムセクションの事業

運営を行うことが目的である。 

 

３．研究の方法 

今年度終了した事業については年内中にまと

め、考察を行う。また、未開催の事業については

開催後すみやかにまとめていく。天体事業につい

て毎年行っている星空教室とスターウォッチン

グ教室の２つの事業に焦点を当て分析する。 

 

 

他施設との比較をするために平成２４年１２

月に関東の天体関連事業を行っている板橋区立

教育科学館、葛飾区郷土と天文の博物館、かわさ

き宙と緑の科学館へ視察に行った。葛飾区郷土と

天文の博物館及びかわさき宙と緑の科学館では

実際に天体観測の教室に参加した。 

 

４．研究成果 

(1) 今年度の天体教室事業 

本年度は多くの天体教室事業が開催された。５

月には金環日食観察会を開催し、悪天候にもかか

わらず２０９人の参加があった。６月には金星の

太陽面通過の観察会を開催し、天気にも恵まれ５

０３人の参加があり、メディアにも多く取り上げ

られた。７月の木星食の観察会は悪天候で３８人

の参加であった。例年行っている事業については、

サンビーチ一ッ葉で秋に開催する市民天体大観

望会は悪天候のため中止、星空教室は３９９人の

参加でスターウォッチング教室は７９０人の参

加であった。天体教室事業は今年度１９３９人の

参加があった。今回の研究事業では例年行われて

いる星空教室とスターウォッチング教室につい

ての考察を行う。 

(2) 募集形態 

星空教室については幼児～一般を対象とし、対

象年齢はもうけないこととした。年間１０回の約

１か月に１回の開催である。いずれの回も募集は

約２か月前から随時、事前受付をした。定員５０

名としていたが、定員の５０名を越しても受け入

れた。視察したいずれの館も星空教室と類似した

事業をおこなっていたが、３館とも事前受付をせ
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大人 小人 合計
①　４月２８日 20 17 37
②　５月２６日 20 25 45
③　６月３０日 29 25 54
④１０月１３日 10 6 16
⑤１１月　３日 36 36 72
⑥１１月２５日 31 26 57
⑦１２月２２日 11 8 19
⑧　１月２６日 23 15 38
⑨　２月２４日 16 10 26
⑩　３月２３日 22 13 35
合計人数 218 181 399

ず、当日受け入れという体制をとっていた。天体

観測の教室は天気に左右されるため、当日にお客

様に来るかどうかは判断してもらいたいとこの

ことであった。また、募集をかけることで運営側

の時間ロスがあること、お客様の受付負担がかか

るとのことであった。しかし、事前受付をするこ

とによって人数の把握ができるため、当日の体制

を早めに整えることができる。その他には事前の

資料の準備がスムーズであったりと受け入れる

側としての利点もある。今後、視察した３館以外

にも調査を行い募集・受付のあり方を検討するこ

とが必要である。 

スターウォッチング教室については、４月～６

月の期間に７～９月開催日程の全６回の募集を

おこなった。６団体の申し込みがあった場合は抽

選としたが、申し込みはちょうど６団体であった。

この事業は、星空教室が当館のプラネタリウム及

び屋外にて行うのに対し、申し込みをされた団体

のもとへ望遠鏡を持参し出かけていくというア

ウトリーチのような活動である。対象は宮崎市、

国富町、綾町内の３０人以上の団体である。この

ような事業は視察３館では行っていない。館に依

頼があると他の天体観測会を行っている団体を

案内するという窓口のような存在であった。これ

からアウトリーチの依頼が増えたら、当館でも視

察３館のような窓口業務も担わなければならな

いと考えられる。そのことを見据えて、今後は宮

崎市で天体観測の活動を行っている団体の調査

が必要になってくる。 

(3) 実施内容 

星空教室及びスターウォッチング教室は初め

に３０分程度室内にて講義を行い、その後屋外で

１時間程度の天体観測を行った。開始時刻は日の

入りから約１時間３０分間で、なるべく月や惑星

が見える日を選定した。雨天・曇天時に天体観測

が開催できない場合は星空教室ではプラネタリ

ウム番組の観覧、スターウォッチング教室では屋

内で望遠鏡をのぞき、望遠鏡の仕組み等を勉強し

た。星空教室と同等の事業について、視察３館で

は最初に星の話をプラネタリウムで行い、その後

屋外での天体観望会という流れは同じであった。

しかし、板橋区では話のレベルを小学４年生にあ

わせる、かわさきでは本物の空で星座を探すこと

ができるようになるというコンセプトのもと話

を進めていた。また、天体観測会では当館が観測

しない天体も多く取り上げていて、参考になるこ

とが多くあった。 

(4) 参加データ 

当日参加した人は以下のとおりである。 

・星空教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、この参加者を年齢別で分けると以下のよ

うになる。 

 

グラフを見てわかるように、０－１２歳で４

７％、３０－４９歳で４２％である。これは星空

教室の参加者がファミリー層がほとんどの割合

を占めているからである。また、グラフは中学生

～２０代の参加者が非常に少ないことを示して

いる。中・高生や学生に参加者がほとんどいない

ため、より多くの層をターゲットにするためには
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その層にどうアプローチしていくかが課題とな

ってくる。また、視察した３館では、板橋区立教

育科学館は晴天時に約１００人、雨天・曇天時は

約６０人でほとんどがファミリー層である。葛飾

区郷土と天文の博物館では金曜日が２０～３０

人、土曜日が２０～８０人（ほとんどが大人）、

かわさき宙と緑の科学館の夏場は１００人以上、

冬場だと４０人程度だということであった。 

・スターウォッチング教室 

 

①、②、④、⑤、⑥は学校の団体で、主に学年で

のレクレーションでの中での開催である。③の中

央公民館は中央公民館が行っている「夏休み親子

体験教室」のうちの１回の講座を当館との連携で

行った。⑦の佐土原図書館については佐土原図書

館が募集受付を行い、当館の職員が講義を行うと

いう共催のようなかたちをとった。前年度の参加

者数は４５８人（年間６回）である。今年度、人

数が増えているのは回数が１回ふえたことと、１

団体あたりの人数が増えているためである。また、

参加した７団体のうち３団体（加納小学校、木花

小学校、佐土原図書館）は前年と同じ団体である。

これから多くの団体への周知が必要となる。 

(5)参加者の反応 

星空教室では一般を対象としているため参加

者の年齢層が幅広い。しかし、参加者の反応とい

うのは望遠鏡を前にすると、同じであった。望遠

鏡を覗いて見える天体に感動していた。参加者は

特に普段自分自身の目でみることのできない木

星の縞模様や土星の輪、月のクレーターなどに驚

嘆しているようであった。貴重な体験ができたと

喜びの声もきくことができた。しかし、雨天時な

どに、観望会で天体が見ることができないときは

一転、参加者は非常に残念そうな様子であった。

やはり、天体教室関係の参加者の目当ては観測会

である。したがって、雨天時の対策はとても重要

になってくる。視察した３館に雨天時での取組み

を聞いたが、特に参考になる事項はなかった。視

察３館とも、雨天時の対策、取組みについては苦

労しているようであった。今後、雨天・曇天時に

お客様をいかに楽しませるかは大きな課題とな

ってくるであろう。 

(6)天文ボランティアについて 

視察３館では天体事業を行うにあたって天文

ボランティアは欠かせない人員だということを

感じた。天文ボランティアは受付業務を始め、観

望会を主催したり、企画を立ち上げたりしていた。

当館は運営ボランティアはいるものの、天文ボラ

ンティアという制度はない。葛飾区郷土と天文の

博物館では天文ボランティアの為の講座やカリ

キュラムがしっかりしている。１００人以上が所

属しており、企画展や天体教室等を主催している。

当館は地域との連携や科学の普及等を目指して

いることから今後、天文ボランティアの育成が必

要になってくるのではないかと考える。 

(7)今年度の反省・課題  

今年度の天体教室ではアンケートをとること

ができなかったため、参加者の満足度を詳しく調

査することができなかった。次年度はアンケート

調査を実施し、参加者に対して更なる満足度アッ

プを図りたい。次に、広報関係も力を入れたいと

考えている。スターウォッチング教室の参加者の

幅を広げるために、今広報していないところにも

広報をなげかけていきたいと考える。最後に、今

回視察を行って自分自身の天体についての知識

不足、遠鏡の操作能力の低さを感じとることがで

大人 小人 合計
①７月２１日　加納小学校 74 116 190
②７月２７日　大塚小学校 75 93 168
③８月　７日　中央公民館　 13 15 28
④８月２３日　江南小学校 53 60 113
⑤９月１５日　小松台小学校 56 74 130
⑥９月２２日　木花小学校 16 42 58
⑦１月１９日　佐土原図書館 50 53 103

合計人数 337 453 790
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きた。これまで以上にレベルアップに努めていき

たい。 

 

５．参考図書、論文等 

〔その他〕 

ホームページ等 

板橋区立教育科学館 

http://www.itbs-sem.jp/ 

葛飾区郷土と天文の博物館 

http://www.museum.city.katsushika.lg.jp/ 

かわさき宙と緑の科学館 

http://www.nature-kawasaki.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


